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吉浦孝一郎・教授 運営部会委員 長崎・ヒバクシャ医療国際協力会

吉浦孝一郎・教授
Journal of Human Genetics, associate
editor

日本人類遺伝学会

吉浦孝一郎・教授 委員 長崎県原子爆弾被爆者対策協議会

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

吉浦孝一郎・教授 評議員 日本人類遺伝学会

吉浦孝一郎・教授
ヒトゲノム・遺伝子解析倫理委員会外部
委員

放射線影響研究所

吉浦孝一郎・教授
株式会社コスミックコーポレー
ション

正常圧水頭症の原因となる遺伝子に関する研究

吉浦孝一郎・教授 日本学術振興会 分担

基盤研究(B)
時間軸を考慮した原爆被爆者骨髄異形成症
候群発症機構の解明
（代表：宮﨑泰司）

吉浦孝一郎・教授 日本学術振興会 分担

基盤研究(B)
自己炎症疾患の発作の周期性や炎症の多様
性を規定する責任分子調節分子群の包括的
同定
（代表：増本純也）

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

吉浦孝一郎・教授 日本学術振興会 代表
基盤研究(B)
遺伝解析から捉える運動毛機能異常に依る
水頭症および認知症の病態生理

吉浦孝一郎・教授 日本医療研究開発機構 分担

難治性疾患実用化研究事業
精緻エピゲノム解析技術開発とIRUD未解明
症例への応用
（代表：秦 健一郎）

吉浦孝一郎・教授 日本医療研究開発機構 分担

難治性疾患実用化研究事業
ATR-X症候群に対する５−アミノレブリン酸
による治験
（代表：和田敬仁）

吉浦孝一郎・教授 日本学術振興会

三嶋博之・助教 日本学術振興会 代表
基盤研究(C)
3次元顔貌情報による極めてまれな先天性形
態異常症候群の診断補助の実現

分担

基盤研究(C)
放射線誘発甲状腺発がん過程の網羅的分子
病理解析: miRNAと変異シグネチャー
（代表：中島正洋）

吉浦孝一郎・教授
三嶋博之・助教

日本医療研究開発機構 分担

難治性疾患実用化研究事業
全エクソームシークエンス解析でも未解決
の症例検体の収集
（代表：小崎健次郎）
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特 許

その他
 非常勤講師

氏名・職 特　許　権　名　称 出願年月日 取得年月日 番号

吉浦孝一郎・教授
木住野達也・准教授
森本芳郎・講師
小野慎治・客員研究
員

正常圧水頭症の発症リスクを試
験する方法，および該方法に用
いるキット

2019年6月27日 出願中 特願2019-120502

吉浦孝一郎・教授
新川詔夫・教授

耳垢型又は腋下臭症の評価方法 2005年6月17日
2006年4月13日
2006年12月14

日

特願2005-178563（国
内）
特許第4967135号

三浦清徳・教授
吉浦孝一郎・教授
増崎英明・教授

胎盤機能の網羅的かつ非侵襲的
評価方法および検査用試薬

2007年4月13日 2008年3月7日
特願2007−106595
特許第5487555号

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

吉浦孝一郎・教授 非常勤講師（遺伝学） 横浜市立大学

吉浦孝一郎・教授
副島英伸（佐賀大
学）
東元 健（佐賀大
学）

複数のインプリンティング疾患
の同時診断のための検査方法お
よび検査薬

2019年6月27日 出願中 特願2019-177379

三嶋博之・助教
非常勤講師（生命医科学ビッグデータ
ベース論）

東京医科歯科大

吉浦孝一郎・教授 非常勤講師（生化学） 佐賀大学医学部

木下　晃・講師 非常勤講師（遺伝子染色体検査学） 九州医療技術専門学校
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